
平
成
31
年
４
月
に
が
ん

セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院
は
、

岡
崎
市
民
病
院
へ
移
管
す

る
こ
と
に
向
け
て
協
議
を

始
め
る
と
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
２
月
８

日
、
病
院
組
合
は
病
院
事

業
庁
よ
り
こ
れ
ま
で
の
経

緯
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
職
員
の
身
分
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
特
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
職
員
の
身
分

に
つ
い
て
で
す
。

２
月
８
日
の
提
示
案
で

は
、
看
護
師
は
「
本
人
の

希
望
に
よ
り
岡
崎
市
へ
の

割
愛
採
用
ま
た
は
県
他
機

関
へ
の
異
動
」
、
医
療
従

事
者
・
事
務
職
員
に
つ
い

て
は
「
県
他
機
関
へ
の
異

動
」
と
し
て
お
り
、
「
岡

崎
市
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば

移
管
後
一
定
期
間
の
派
遣

を
検
討
」
と
派
遣
も
あ
り

得
る
と
し
て
い
ま
す
。

旧
循
環
器
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー
が
一
宮
市
民
病
院

と
統
合
し
た
時
は
、
最
大

２
年
６
か
月
派
遣
期
間
が

あ
り
ま
し
た
。
派
遣
期
間

が
あ
る
こ
と
で
県
職
員
か

市
職
員
か
の
選
択
が
で
き

る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
は
、
派
遣
期

間
を
設
け
ず
に
割
愛
採
用

の
提
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

○
愛
知
病
院
と
岡
崎
市
民

病
院
で
の
役
割
分
担
が
完

成
す
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

→

医
師
が
岡
崎
市
民
病

院
と
協
議
し
た
内
容
で
は
、

岡
崎
市
民
病
院
で
救
急
、

が
ん
、
急
性
期
、
愛
知
病

院
で
回
復
期
、
慢
性
期
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
双
方
決
定
さ

れ
た
事
項
で
は
な
い
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

今
年
度
中
に
覚
書
を
締
結

し
、
平
成
30
年
度
中
に
詳

細
を
詰
め
、
平
成
31
年
度

に
移
管
す
る
と
い
う
予
定

で
あ
る
。

○
新
規
採
用
予
定
者
へ
の

説
明
は
ど
う
す
る
の
か
。

→
病
院
事
業
庁
で
説
明
を

行
い
、
本
人
の
希
望
を
聞

く
。

○
看
護
師
の
処
遇
に
つ
い

て
、
提
示
案
し
か
考
え
て

い
な
い
の
か
。
割
愛
採
用

で
市
の
職
員
に
な
っ
た
場

合
は
、
県
に
戻
れ
な
い
。

職
員
は
平
成
30
年
度
の
い

つ
ま
で
に
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
。

→

ま
ず
は
、
現
時
点
で

の
職
員
の
意
向
を
な
る
べ

く
早
く
把
握
し
た
い
。
併

せ
て
、
岡
崎
市
へ
の
移
管

に
伴
い
市
が
必
要
と
す
る

人
数
の
把
握
、
給
与
処
遇

の
確
認
を
で
き
る
だ
け
早

く
行
い
た
い
。

病
院
組
合
と
し
て
は
、

愛
知
病
院
の
組
合
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
組

合
員
の
声
を
聴
き
、
病
院

事
業
庁
と
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №106
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２
月
５
日
に
が
ん
セ
ン

タ
ー
愛
知
病
院
が
、
２
０

１
９
年
４
月
に
岡
崎
市
民

病
院
へ
移
管
さ
れ
る
記
者

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

身
分
な
ど
話
し
合
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
日
の
中
央
委
員
会
で

は
、
６
月
ま
で
に
病
院
組

合
と
し
て
具
体
的
に
何
を

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を

提
案
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
議
論
を
お
願
い

し
ま
す
、
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

後
藤
中
央
委
員

（
が
ん
中
央
病
院
分
会
）

最
近
外
来
で
勤
務
し
て

い
た
人
が
忙
し
く
、
周
囲

に
も
相
談
で
き
ず
に
メ
ン

タ
ル
で
突
然
休
ん
で
し
ま
っ

た
。組

合
で
相
談
で
き
る
場

所
が
あ
る
の
か
。
ま
た
あ

る
な
ら
周
知
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
可
能
か
。

（
本
部
）

11
月
ま
で
は
組
合
専

従
者
が
い
た
の
で
、
組

合
本
部
で
相
談
を
受
け

ま
し
た
が
、
現
在
で
も

組
合
本
部
へ
連
絡
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
必
ず
対

応
し
ま
す
。
電
話
・
メ
ー

ル
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
村
中
央
委
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

分
会
）

人
事
評
価
へ
の
給
与
へ

の
反
映
に
つ
い
て
は
、
現

状
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
が

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

な
い
状
況
で
は
、
納
得
で

き
な
い
。

（
本
部
）

病
院
事
業
庁
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
面
談

を
行
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
の
上
、
給
与
へ
反
映

す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
し

た
い
。

2018年３月２日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №106 (2)

２
月
22
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
第

22
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
中
央
委
員
定
数
28
名
の
う
ち
、
出
席
21
名
、

委
任
状
提
出
４
名
、
欠
席
３
名
）

中
央
委
員
会
で
は
、
初
め
に
一
般
経
過
、
中

央
委
員
会
委
員
・
各
種
委
員
会
委
員
、
２
０
１

７
年
度
会
計
決
算
、
会
計
監
査
、
補
償
委
員
会

の
報
告
を
行
い
、
次
に
当
面
の
取
り
組
み
、
２

０
１
８
年
度
予
算
の
補
正
に
つ
い
て
議
案
提
案

し
、
質
疑
、
答
弁
の
後
、
賛
成
多
数
で
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
衛
生
の

と
り
く
み

人
事
評
価
の

と
り
く
み



田
中
中
央
委
員

（
が
ん
愛
知
病
院
分
会
）

愛
知
病
院
は
岡
崎
市
民

病
院
へ
移
管
に
つ
い
て
、

様
々
な
情
報
が
溢
れ
て
い

る
。
組
合
本
部
と
し
て
知
っ

て
い
る
情
報
が
あ
れ
ば
教

え
て
ほ
し
い
。

（
本
部
）

愛
知
病
院
以
外
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
わ

か
ら
な
い
状
況
な
の
で
、

説
明
し
ま
す
。

新
聞
で
言
わ
れ
て
い
る

と
お
り
、
平
成
31
年
4
月

に
移
管
す
る
た
め
の
協
議

を
行
い
、
年
度
内
の
合
意

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
身
分
は
と
い
う
と
、

看
護
師
に
つ
い
て
は
「
岡

崎
市
へ
の
割
愛
採
用
か
、

県
の
他
機
関
へ
異
動
」
、

医
療
従
事
者
・
事
務
職
に

つ
い
て
は
「
県
の
他
機
関

へ
異
動
」
と
な
っ
て
お
り
、

岡
崎
市
か
ら
依
頼
が
あ
れ

ば
派
遣
さ
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。

特
に
看
護
師
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
新
規
採
用

の
人
数
を
考
え
る
と
、
平

成
30
年
5
月
か
6
月
ま
で

に
身
分
を
決
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
、

組
合
本
部
で
は
、
愛
知
病

院
の
組
合
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
お
り
、
組

合
員
の
声
を
病
院
事
業
庁

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
病

院
組
合
員
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

谷
村
中
央
委
員

（
小
児
セ
ン
タ
ー
分
会
）

人
事
異
動
の
事
後
１
１

０
番
は
具
体
的
に
は
何
を

し
て
い
る
の
か
。

（
本
部
）

人
事
異
動
の
結
果
、
病

院
事
業
庁
と
の
口
頭
確
認

事
項
「
通
勤
時
間
1
時
間

30
分
」
「
介
護
・
育
児
」

で
あ
れ
ば
申
し
入
れ
も
可

能
で
異
動
希
望
を
か
な
え

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
た
だ
単
に
異
動

に
納
得
で
き
な
い
な
ど
と

い
う
の
で
は
無
理
で
す
。

事
後
１
１
０
番
は
非
常
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、

ど
う
し
て
も
の
場
合
は
、

12
月
～
1
月
に
実
施
す
る

「
事
前
１
１
０
番
」
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №106 2018年３月２日

２
月
22
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、

第
22
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
で
は
、
一
般
経
過
、
２
０

１
７
年
度
決
算
、
会
計
監
査
報
告
。
６
月

ま
で
の
当
面
の
闘
争
方
針
、
２
０
１
８
年

度
予
算
の
更
正
の
提
起
が
さ
れ
、
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
か
ら
は
、
中
央
委
員
全
員
が

出
席
。
（
定
数
14
名
）
新
規
採
用
者
を
対

象
と
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

質問する

吉本中央委員

愛
知
病
院
の

と
り
く
み

人
事
異
動
の

と
り
く
み
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（
小
児
セ
ン
タ
ー
・
看
護
師
）

よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
が
ん
中
央
病
院
・
看
護
師
）

執
行
委
員
と
し
て
、
労

働
環
境
を
よ
り
良
い
も
の

と
し
、
組
合
員
の
生
活
の

充
実
を
図
れ
る
よ
う
邁
進

い
た
し
ま
す
。

（
が
ん
愛
知
病
院
・
事
務
）

今
ま
で
組
合
関
係
の
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
組
合
員
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
が
ん
愛
知
病
院
・
看
護
師
）

組
合
役
員
青
年
部
長
と

し
て
、
青
年
部
の
方
に
組

合
の
活
動
内
容
を
周
知
し

た
り
、
組
合
員
の
方
が
交

流
を
図
れ
る
よ
う
な
企
画

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
組
合
員
の

労
働
環
境
改
善
に
取
り
組

み
、
役
員
と
し
て
の
職
務

を
全
う
し
て
い
き
た
い
で

す
。

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・

看
護
師
）

前
年
度
は
組
合
の
こ
と

を
わ
か
ら
な
い
ま
ま
大
変

ご
迷
惑
お
掛
け
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
少
し
で
も
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
が
ん
中
央
病
院
・
調
理
師
）

今
回
権
田
委
員
長
が
専

従
を
止
め
、
仕
事
と
組
合

の
両
立
を
決
意
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
長
の
負
担
が
少

し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
が
ん
愛
知
病
院
・
看
護
師
）

頑
張
り
ま
す
。

（
病
院
事
業
庁
・
事
務
）

い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱

か
え
た
人
達
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
互
い
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


